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－ は じ め に － 

 

 

 「秀」評価及びＧＰＡ制度については，（全学）教務委員会の成績評価等検討

ＷＧで検討し，平成１４年１２月に「『秀』評価及びＧＰＡ制度導入について」

の報告が出されました。 
また，本学の中期目標・中期計画でも，「学士課程に『秀』評価及びＧＰＡ制

度を導入し，修学指導等に積極的に活用するよう努める。」とされています。 
教育改革室では，その具体化に向けて，「『秀』評価及びＧＰＡ制度の実施準

備検討ＷＧ」を設け，検討を行いました。 
このたびその検討結果が報告され，12月 16日の教育改革室会議及び 17日の

（全学）教務委員会の審議を経て，「『秀』評価及びＧＰＡ制度の実施について

（報告）」を取りまとめました。 
 
 報告についてご意見等がありましたら，氏名，連絡先，所属を付記の上，平

成 17年１月 31日（月）（必着）までに，電子メール又はＦＡＸにより下記まで
お寄せください。なお，電話でのご意見等には応じかねますので，予めご了承

願います。 
 
 皆様からいただいたご意見等につきましては，氏名又は部局・組織の名称を

含めて公表をさせていただく場合があります。公表の際に匿名を希望される場

合は，意見提出時にその旨書き添えてください。 
 また，ご意見等に対しましては，個別に回答はいたしませんので，予めご了

承願います。 
 

総長室・教育改革室 
室長・理事 佐 伯  浩 

 
 

【ご意見等の送付先】 

  ○電子メールによる場合 

   メールアドレス：kyomu-k@academic.hokudai.ac.jp 

  ○ＦＡＸによる場合 

   ＦＡＸ番号：０１１－７０６－７８５４ 

【お問い合わせ先】 

  ○学務部教務課教務企画係 

   ＴＥＬ：内線５５６７，５２４９ 

 
 

 

 

 



「秀」評価及びＧＰＡ制度の実施について（報告） 

 

 

平成 16 年 12 月 17 日 

 

 「秀」評価及びＧＰＡ制度の実施準備検討ＷＧ 

 座 長 安 藤   厚 

 

本ＷＧは，平成 14 年度教務委員会・成績評価等検討ＷＧの報告「「秀」評価

及びＧＰＡ制度導入について（報告）」（平成 14 年 12 月 25 日），及び「北海道

大学ＧＰＡ制度（原案）」（同）を受けて，「秀」評価及びＧＰＡ制度の実施につ

いて検討を行った。以下，本ＷＧにおける検討結果を報告する。 

 

本制度については，本学の中期目標・中期計画にも，「学士課程に「秀」評価

（優の上に秀を加えて５段階評価とする）及びＧＰＡ（grade point average）

制度を導入し，修学指導等に積極的に活用するよう努める。」と記されており，

本報告はその具体化である。 

 

１．「秀」評価及びＧＰＡ制度導入の趣旨 

 学生個々人のＧＰＡを大学（学部）として把握し，それを学生及び指導教員

等に通知することは，学生の学習意欲を高める上で有効であり，かつ，これを

大学院進学や卒業資格に反映させることは，社会に対して大学の教育の質を保

証するという意味において，大学の責務であると考えられる。 

 また，この制度には，学生による履修登録単位数の自主的な上限設定を促し，

厳格な成績評価に対する教員の意識を高めるなどの効果も期待できる。 

 さらに，一般にＧＰＡ制度は５段階の成績評価のもとで行われており，本学

においても，他大学の制度との互換性を高めるとともに，よりきめ細かな成績

評価を行うことによって成績優秀者にインセンティブを与えるために，「秀」評

価及びＧＰＡ制度を導入する。 

 

２．「秀」評価及びＧＰＡ制度の実施時期 

きめ細かな成績評価を行うため，現行の「優」「良」「可」「不可」の４段階評

価に「秀」評価を加えた５段階評価を平成 17 年度から導入する。 

この評価方式に基づくＧＰＡ制度は，平成 17 年４月から導入する。平成 17

年度は試行利用とし，平成 18 年度以降に本格利用とする。 

 

３．ＧＰＡ制度 

（１）ＧＰ及びＧＰＡの計算方法 
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① ＧＰ：各学期ごとに授業科目の成績を５段階（秀，優，良，可，不可）

で評価し，それぞれに対して，以下のグレードポイントを与える。 

成績評価 秀 優 良 可 不可 

Ｇ Ｐ 4.0  3.0  2.0  1.0  0 

 

＊ ５段階評価による各評価の基準・割合については，「成績評価基準

の明示と厳格な成績評価の実施等について」（平成 14 年 6 月 19 日教

務委員会委員長通知）に基づいて，授業科目ごとに定める。 

 

＊ 各評価と 100 点方式との対応は，以下の通りとするのが妥当と考え

る。 

成績評価 秀 優 良 可 不可 

100 点方式との対応 90 以上 89～80 79～70 69～60 59 以下

 

② ＧＰＡの計算式： 

【学期ＧＰＡ】 

その学期に評価を受けた科目で得た取得ポイントの合計 

───────────────────────── 

  その学期に評価を受けた科目の単位数の合計 

 

【通算ＧＰＡ】（ある学期末でのＧＰＡ） 

（各学期に評価を受けた科目で得た取得ポイントの合計）の総和 

───────────────────────────── 

  （各学期に評価を受けた科目の単位数の合計）の総和 

 

注１．取得ポイントとは，「（評価を受けた科目で得たＧＰ）×（その科目

の単位数）」である。 

注２．ＧＰＡの計算は，小数点第３位以下を切り捨てるものとする。 

注３．通算ＧＰＡの計算で，必修科目（選択必修科目を除く。）を再履修し，

単位を修得した場合は，当該科目を履修する以前に履修登録した同一

科目の単位数及び取得ポイントを計算式から除く。 

注４．成績証明書へのＧＰＡの記載については，今後検討する。 

 

（２）対象学生 

本制度の対象は学部学生（科目等履修生，特別聴講学生は除く。）とし，平成

17 年度入学の 1年次生から年次進行とする。 

 

（３）対象科目 

全学教育科目，各学部の専門科目，及びその他すべての科目のうち，各学部

において，①「５段階評価によって成績を認定する科目」であって，かつ，②
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「卒業要件に算入できる科目」を対象とする。 

なお，本学在籍中の，他大学履修による修得単位，留学先での修得単位につ

いても，上記の 2要件に当てはまる場合は，計算式に算入する。 

入学（編入学を含む。）以前の他大学等における修得単位については，当面は

計算式に算入せず，今後さらに検討する。 

「評価せず」，及び「合格・不合格」による評価は計算式に算入しない。 

 

（４）学生の申請によってＧＰＡ適用除外科目を選択できる制度 

この制度は本来，学生の幅広い学習の意欲に応えるために設けられるもので

あるが，上記（３）を対象科目とすること等との関連で，当面は導入しない。 

 

（５）履修登録取消し制度 

「評価せず」の取り扱いとの関連から，当面導入しない。 

ただし，学生によるＷＥＢ上での履修登録が可能となる場合等，早期に導入

を検討する必要がある。 

 

＊学生のＧＰＡを学修簿等によって学生本人及び指導教員等に通知する際

の書式については，別途検討する。 

 

４．本制度の利用方法及びきめ細かな指導態勢について 

本制度の利用方法は，基本的に各学部の判断に委ねられるが，学生の学習意

欲を高め，社会に対して本学の教育の質を保証するという本制度導入の趣旨に

照らして，各学部等の修学指導への積極的な利用が求められる。平成 18 年度以

降の本格利用に向けて，本制度の利用方法について各学部において十分に検討

されるよう要請する。 

また，ＧＰＡ制度に基づくきめ細かな指導を行うためには，クラス担任，指

導教員等の，アドバイザー制度を強化する必要がある。この点についても，各

学部における検討を要請する。 

 

５．成績評価基準について 

成績評価基準の明示と適切な成績評価の実施は，ＧＰＡ制度導入の前提であ

る。これについては，平成 14 年６月の教務委員会委員長通知に基づき，平成 18

年度以降に向けて，各学部において改めて検討する必要がある。 

 

６．広報について 

本制度の趣旨を入学生に周知徹底させるため，修学ガイダンス等の強化はも

とより，学部案内，入試案内，シラバス，学生便覧，ＷＥＢページ，センター

ニュース，広報誌「えるむ」等に制度の概要等を掲載することが望ましい。 

また，社会に対する教育の質の保証という観点からは，メディアを通じた広

報や，企業等へのアピールの方策についても検討する必要がある。 
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別 記 

 

 

「秀」評価及びＧＰＡ制度の実施準備検討ＷＧ 

 

○ ＷＧ構成員 

 

座長    教授  安藤  厚 （文学研究科，教育改革室・役員補佐） 

座長代理  教授  新田 孝彦 （文学研究科） 

座長代理  教授  榎戸 武揚 （工学研究科） 

      教授  須田 勝彦 （教育学研究科） 

      教授  鈴木  賢 （法学研究科） 

      教授  伴戸 久徳 （農学研究科，教育改革室） 

 

○ ＷＧ開催状況 

第１回  平成１６年 １１月 ２日（火） 

第２回  平成１６年 １１月１８日（木） 

第３回  平成１６年 １２月１０日（金） 
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